































本書は 3 部構成をとっており、第 1 部（総説・第 1・2 章）では「宗教研
究とソーシャル・キャピタル」、第 2 部（第 3・4・5 章）では「宗教による
社会貢献の諸相」、第 3 部（第 6・7・8・9 章）では「アジアの諸宗教がつ
くるソーシャル・キャピタル」について論じられている。また、第 5 章と 6
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第 1 章 ソーシャル・キャピタルと宗教（櫻井義秀） 
第 2 章 現代日本における伝統仏教と社会活動への参加―全国調査 
データの計量分析（寺沢重法） 
第Ⅱ部 宗教による社会貢献の諸相 
第 3 章 賀川豊彦の孤独と協同組合―自然・宗教から社会関係資本 
へ（濱田陽） 
第 4 章 軍事組織における宗教と聖職者（石川明人） 





第 6 章 中国と東南アジアの華人社会―民間信仰と結びついた慈善 
団体「善堂」（玉置充子） 
第 7 章 イスラームとソーシャル・キャピタル（高尾賢一郎） 
第 8 章 ヒンドゥー教と福祉（岡光信子） 









































































































































































































(1) 2013 年 6 月 16 日「宗教と社会」学会第 21 回学術大会（皇學館大學）でのテー
マセッション「宗教とソーシャル・キャピタル（代表：櫻井義秀）」報告後の質
疑応答のうち第 1 巻に関するところの要点をまとめた。 
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